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子ども達の未来を全力で応援します



みさと市議会だより  第164号
平成28年１月15日発行2

きらりとひかる田園都市みさと

12
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
特
に
市
民
の
方
々
に
関
連
の
深
い
議
案
が
、

ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
た
か
、
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

幸
房
小
学
校
の
増
築
工
事
が

始
ま
り
ま
す

議
案
第
74
号
　
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

【
内
容
】
三
郷
市
立
幸
房
小
学
校

の
学
区
内
の
児
童
数
増
加
に
伴

い
、
校
舎
の
増
築
工
事
を
行
う
た

め
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

▽
本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

幸
房
小
学
校

児
童
数
の
増
加
推

計
は
。

答　

幸
房
・
新
和

小
学
校
の
学
区
変

更
や
三
郷
中
央
地

区
の
開
発
に
よ
り
、
平
成
29
年
度

に
は
約
４
７
０
名
18
学
級
、
ピ
ー

ク
は
平
成
37
年
度
で
、
約
１
１
０

０
名
32
学
級
と
予
測
し
て
い
る
。

問　

増
築
工
事
で
対
応
可
能
か
。

答　

増
築
校
舎
の
普
通
教
室
は
12

教
室
あ
る
。
２
教
室
分
あ
る
多
目

的
室
を
３
か
所
設
け
て
い
る
が
、

そ
れ
を
普
通
教
室
に
転
用
で
き
、

最
大
で
18
教
室
確
保
で
き
る
。
既

存
校
舎
の
17
教
室
と
合
わ
せ
最
大

35
教
室
と
な
り
、
今
後
の
児
童
増

加
の
際
に
対
応
可
能
で
あ
る
。

問　

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
増
築

費
用
の
詳
細
は
。

答　

平
成
27
年
度
か
ら
28
年
度
の

論点

12月定例会

12/1〜14

　12月定例会には市長から「工事
請負契約の締結」などの議案が提出
され、原案どおり可決しました。

三郷中央駅

三郷市役所

総合体育館

外環道

つくばエ
クスプレ

ス

江
戸
川

新和小学校

幸房小学校
三郷中央地区の開発、
学区変更（平成 29年
４月）により、今後児
童数が増加します。

木質化した大規模改修後の廊下
（幸房小学校既存校舎）

外観イメージ図

幸 房 小 学 校 位 置 図

増築
校舎
部分

既存
校舎

広い図書室・木の温かみある校舎を

幸房小学校の子どもたち
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2
か
年
に
ま
た
が
り
、
平
成
29
年

２
月
の
竣
工
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
議
案
の
建
築
部
分
で
あ
る
９

億
１
０
４
４
万
円
の
ほ
か
に
、
電

気
設
備
が
１
億
４
５
４
万
円
、
機

械
設
備
が
１
億
44
万
円
、
工
事
監

理
費
に
つ
い
て
は
１
８
９
０
万
円

で
契
約
し
て
お
り
、
す
べ
て
合
わ

せ
る
と
約
11
億
３
４
３
２
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

問　

デ
ザ
イ
ン
等
の
検
討
方
法

は
。

答　

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

た
た
き
台
の
イ
メ
ー
ジ
図
と
合
わ

せ
て
学
校
な
ど
、
関
係
団
体
と
協

議
し
て
い
る
。

問　

今
後
、
さ
ら
に
予
定
さ
れ
る

大
き
な
工
事
は
。

答　

増
築
校
舎
の
北
側
に
プ
ー
ル

の
設
置
、
さ
ら
に
外
構
工
事
を
平

成
28
年
度
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

論点・新年のごあいさつ

　

最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、
常
任
委
員
長
が
委
員
会
の

審
査
内
容
を
報
告
し
、
採
決
の

結
果
、
議
案
第
74
号
は
全
議
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

工 事 名 三郷市立幸房小学校増築工事（建築）
構　　造 鉄筋コンクリート造４階建て
建築面積 775.31㎡／（既存校舎 907.18㎡）
履行期限 平成29年２月25日
請負金額 ９億1,044万円

請 負 者 不動開発株式会社　三郷営業所
営業所長　小野　弘

【工事概要】

新しい図書室イメージ図

三郷創生を全力で推進
三郷市議会 議長

市 川  文 雄

　新年、明けましておめでとうございます。
　市民の皆様におかれましては、すがすがし
い新年を迎えられましたこととお慶び申しあ
げます。
　さて、昨年から地方創生の取り組みが始ま
りました。国は、「一億総活躍社会」を掲げ、
経済の安定、子育て支援、介護離職問題等の
社会保障対策など喫緊の課題に対し取り組む
方針を示しました。　
　本市におきましても「選ばれるまち」「住
み続けたいまち」として、本市の魅力を高め
ていくため、「地域創生」として市民と行政
が一体となり50年後のまちを見据えた施策づ
くりが重要であると感じております。
　現在策定中の総合計画後期基本計画、三郷
市版人口ビジョン・総合戦略は、誰もが三郷
市に住んで良かったと思える、先見の明を
持った計画でなければなりません。私たち市
議会といたしましても、魅力ある三郷のまち
づくりに、全力かつ真剣に取り組んでまいる
所存でございます。
　結びに、市民の皆様のご多幸とご健勝を祈
念し、市議会を代表して新年のご挨拶とさせ
ていただきます。

【幸房小学校増築校舎の特色は？】

　�日本一の読書のまちの中心的な役割を担
えるよう、図書室は市内の小中学校で一
番広い約４教室分の面積を確保。

　�内装を木質化し、幅６ｍある廊下は開放
感あるスペースとなり、教室と廊下の間
仕切りを可動式にすることで、一体的な
使用が可能。

広い図書室・木の温かみある校舎を
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きらりとひかる田園都市みさと

三
郷
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
え
ば
、
三

郷
へ
の
愛
着
と
誇
り
が
深
ま
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
そ
こ
で
、
60
周
年
の
記
念

事
業
を
行
い
、
内
外
に
三
郷
を
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
節
目
を
祝
賀
す
る
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　
広
報
み
さ
と
「
シ
リ
ー
ズ
三
郷

学
」
の
特
集
、
三
郷
学
検
定
の
本
格
実

施
や
郷
土
資
料
館
で
の
歴
史
資
料
の
展

示
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や

事
業
な
ど
に
「
三
郷
命
名
60
周
年
」
の

冠
を
付
す
な
ど
、
各
担
当
部
に
指
示
し

て
い
く
。
ま
た
平
成
29
年
に
は
市
制
施

行
45
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
節

目
の
年
と
な
る
の
で
記
念
行
事
を
含
め

検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
広
報
問
題
。

高
齢
者
の
バ
ス
利
用
に
お
け
る

ワ
ン
コ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
導
入
を

議
員　
高
齢
者
の
外
出
機
会
を
促
進
す

る
た
め
に
、
市
内
バ
ス
料
金
を
割
引
す

る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
伺
う
。
利
用
者

の
少
な
い
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
の
時
間
帯
に
限
り
、
市
が
発
行
す
る

写
真
入
り
認
定
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
１
路
線
１
０
０
円
均
一
で
乗
車

で
き
る
「
高
齢
者
対
象
の
ワ
ン
コ
イ

ン
・
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
こ
と
に

つ
い
て
考
え
は
。

福
祉
部
長　
路
線
バ
ス
料
金
の
負
担
軽

減
に
よ
り
、
高
齢
者
の
利
用
を
促
進
し

社
会
参
加
を
促
す
こ
と
は
、
高
齢
者
が

豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

も
望
ま
し
い
こ
と
と
考
え
る
。
バ
ス
利

用
料
金
の
割
引
シ
ス
テ
ム
は
、
高
齢
者

の
外
出
支
援
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
関

係
課
と
協
議
し
て
い
く
。

環
境
安
全
部
長　
バ
ス
利
用
料
金
の
割

引
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
の
バ
ス
利
用
の
増
加
に
つ
な
が

り
、
市
内
バ
ス
交
通
の
維
持
に
資
す
る

可
能
性
も
あ
る
と
考
え
る
。
高
齢
者
を

含
め
た
す
べ
て
の
市
民
に
と
っ
て
乗
り

や
す
い
、
利
用
し
や
す
い
バ
ス
交
通
と

な
る
よ
う
、
様
々
な
利
用
促
進
策
に
つ

工事が完了した三郷駅北口バスシェルター

三郷の歴史を伝える郷土資料館

一般質問
市政に対する

― 質 問 議 員 ―
篠田　正巳　　酒巻　宗一　　佐藤　睦郎　　佐藤　裕之
鳴海　和美　　村上香代子　　逢澤圭一郎　　佐々木　修
菊名　　裕　　加藤　英泉　　稲葉　春男　　工藤智加子
和田　　司　　野村　　徹　　森　　忠行

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種
の行政課題を取り上げて、４日間にわたり15人の議員が活
発な論戦を展開しました。※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

い
て
、
関
係
課
と
連
携
を
図
り
、
引
き

続
き
バ
ス
事
業
者
と
の
協
議
を
進
め
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
保
育
行
政
な
ど
。

「
三
郷
」
発
足
60
周
年
の

記
念
事
業
の
実
施
を

議
員　

昭
和
31
年
９
月
30
日
に
東
和

村
・
彦
成
村
・
早
稲
田
村
の
３
村
合
併

で
三
郷
村
が
誕
生
し
て
以
来
、
平
成
28

年
で
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
合
併

で
「
三
郷
」
の
名
称
が
生
ま
れ
、
現
在

の
市
域
は
お
お
む
ね
こ
の
と
き
か
ら
続

い
て
い
る
。
60
年
間
で
約
８
倍
の
人
口

増
は
、
ほ
か
に
例
の
な
い
増
加
率
を
示

し
て
お
り
、
現
在
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。
市
民
に
村
・
町
の
時
代
を
含
め
た
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一般質問

産後ケアと子育て支援の充実を

関戸通り
（寄巻橋西バス停付近）

産
後
ケ
ア
の
拡
充
と

「
三
郷
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の

導
入
を

議
員　
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と
は
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
語
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
場
所

と
い
う
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
で
は
ネ
ウ
ボ
ラ
と
い
う
施
設
で

妊
娠
期
か
ら
６
歳
ま
で
切
れ
目
の
な
い

総
合
的
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
お
り
、
日
本
で
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
①
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
産

後
ケ
ア
の
一
環
と
し
て
母
親
の
デ
イ
ケ

ア
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
実
施
し
、
産

後
う
つ
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
②
三
郷
版
ネ
ウ

ボ
ラ
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　
①
産
後
ケ
ア
に
つ
い

て
は
重
要
性
が
増
す
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
現
在
実
施
し
て
い
る
産
前
産
後

に
関
す
る
各
事
業
の
実
効
性
や
連
携
性

を
分
析
し
、
デ
イ
ケ
ア
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
の
情
報
収

集
を
行
い
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

市
長　
②
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

を
実
施
し
て
い
く
う
え
で
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
拠
点
の
導
入
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
後
先
進
地
の
事

例
等
を
調
査
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
福
祉
問
題
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
準
備
状
況
は

議
員　
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
い
、

市
町
村
事
業
と
し
て
総
合
事
業
が
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
事
業
は
多
岐
に
わ

た
り
高
齢
者
を
支
え
る
制
度
設
計
を
市

の
裁
量
で
行
う
こ
と
か
ら
、
地
域
資
源

の
発
掘
や
育
成
も
含
め
て
速
や
か
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
平
成
29
年
４

月
か
ら
の
実
施
に
む
け
て
準
備
状
況
を

伺
う
。
①
現
状
分
析
と
上
限
額
・
事
業

量
。
②
介
護
予
防
・
生
活
支
援
・
任
意

事
業
の
新
サ
ー
ビ
ス
創
設
。
③
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
に
係
る
研
修
。
④
事
務
量
増

に
伴
う
組
織
の
整
備
、
条
例
の
制
定

は
。
⑤
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
協
議
体
に
つ
い
て
。

福
祉
部
長　
①
75
歳
以
上
の
被
保
険
者

数
の
伸
び
率
な
ど
に
よ
り
算
出
し
た
上

限
額
を
ふ
ま
え
、
来
年
度
実
施
す
る
調

査
の
結
果
を
参
考
に
事
業
量
を
算
定
す

る
。
②
緩
和
し
た
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
や
、
住
民
主
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
利
用
者
の
状
況
に
合
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
選
択
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い

く
。
③
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
研
修
を

は
じ
め
、
情
報
の
共
有
化
に
努
め
て
い

く
。
④
組
織
に
つ
い
て
は
円
滑
に
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
る
体
制
に
し
た
い
。
条

例
は
先
進
地
を
参
考
に
検
討
し
て
い

く
。
⑤
社
会
福
祉
協
議
会
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
る
協
議
体
を

つ
く
り
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
協
議
体
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
選

出
も
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　
人
事
政
策
。

関
戸
通
り
・
久
兵
衛
通
り
に

信
号
を

議
員　
市
内
に
は
ゾ
ー
ン
30
に
指
定
さ

れ
た
地
域
が
数
か
所
あ
る
が
、
今
後
新

た
な
指
定
は
難
し
い
。
ま
た
立
体
的
な

３
Ｄ
効
果
の
路
面
標
示
に
つ
い
て
県
内

で
は
実
現
が
難
し
い
と
聞
く
。
そ
こ

で
、
関
戸
通
り
か
ら
久
兵
衛
通
り
の
信

号
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。
こ
の
通
り
は

道
幅
も
狭
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
路
で

あ
り
、
一
部
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

路
線
で
も
あ
る
。
ま
た
県
道
松
戸
草
加

線
な
ど
に
は
信
号
が
何
か
所
も
あ
る

が
、
並
行
し
て
走
る
こ
の
道
に
は
信
号

機
が
な
く
制
限
速
度
以
上
に
ス
ピ
ー
ド

を
出
す
車
が
多
い
と
感
じ
る
。
信
号
機

の
設
置
を
要
望
す
る
声
も
多
い
。
こ
の

関
戸
通
り
・
久
兵
衛
通
り
の
今
後
の
安

全
対
策
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

環
境
安
全
部
長　
信
号
機
の
設
置
管
理

者
で
あ
る
吉
川
警
察
署
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
交
差
点
形
状
等
が
設
置
基
準
に

満
た
な
い
た
め
、
現
時
点
で
の
設
置
は

困
難
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
と

し
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
抑
制
す
る
た
め

に
、
運
転
者
に
注
意
喚
起
を
促
す
道
路

区
画
線
の
設
置
等
を
検
討
し
、
交
通
安

全
対
策
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致

活
動
な
ど
。
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きらりとひかる田園都市みさと

初
回
の
配
達
は
す
べ
て
が
終
了
し
た
。

②
あ
て
所
不
明
で
配
達
で
き
な
か
っ
た

通
知
カ
ー
ド
は
１
０
８
５
通
で
あ
る
。

不
在
等
で
未
配
達
の
通
知
カ
ー
ド
は
市

民
課
の
窓
口
で
本
人
確
認
を
し
な
が
ら

交
付
し
て
い
る
。
③
委
託
業
者
に
よ
る

電
子
デ
ー
タ
の
初
期
入
力
誤
り
が
あ

り
、
文
字
化
け
し
た
も
の
で
あ
る
。
詐

欺
犯
罪
防
止
の
た
め
、
お
わ
び
と
注
意

喚
起
文
書
を
全
世
帯
に
送
付
し
た
。

企
画
総
務
部
長　

④
市
の
手
続
き
で

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
規
定
に
よ
り

職
員
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
補
記
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
民
間
事
業
者
の
場
合
は

記
載
拒
否
ま
で
の
経
過
等
を
記
録
・
保

存
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
う
こ
と
に
な

る
。

そ
の
他
の
質
問　

総
合
計
画
問
題
な

ど
。み

さ
と
団
地
分
譲
地
区
の

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

議
員　
築
後
40
年
以
上
経
つ
み
さ
と
団

地
は
、
約
７
千
世
帯
の
賃
貸
と
約
２
千

世
帯
の
分
譲
か
ら
な
る
大
規
模
団
地
で

あ
る
。
全
国
的
に
老
朽
化
し
た
団
地
の

建
て
替
え
問
題
が
あ
る
な
か
、
み
さ
と

団
地
分
譲
地
区
も
同
様
の
問
題
が
出
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
高
齢
化
が

進
み
、
管
理
組
合
の
活
動
が
低
下
す
る

恐
れ
も
あ
り
、
み
さ
と
団
地
分
譲
地
区

の
大
き
な
問
題
を
管
理
組
合
だ
け
に
委

ね
る
の
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
早
稲
田
団
地
や
さ
つ
き
平
も
今
後

同
様
の
問
題
が
予
想
さ
れ
、
本
市
が
持

続
可
能
な
ま
ち
と
し
て
存
在
し
て
い
く

た
め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
行

政
が
管
理
組
合
や
住
民
と
連
携
し
、
分

譲
団
地
再
生
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
み
さ
と
団
地
全
体
の
再
生
に
つ

い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
関
係

機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
検
討

を
し
て
い
く
。

企
画
総
務
部
長　
み
さ
と
団
地
居
住
者

の
居
住
の
安
定
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
を
念
頭
に
お
き
、
必
要
な
支
援
の

手
法
等
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
環
境
問
題
な
ど
。

本
市
の
河
川
災
害
に
お
け
る

避
難
対
策
は

議
員　
未
曽
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
常

総
市
の
鬼
怒
川
決
壊
か
ら
３
か
月
が

経
っ
た
。
今
回
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災

害
の
対
応
を
十
分
に
分
析
し
検
証
す
る

こ
と
は
、
三
郷
市
に
お
け
る
河
川
災
害

対
策
に
活
か
せ
る
も
の
と
考
え
る
。
ま

た
、
命
を
守
る
た
め
に
地
域
住
民
・
行

政
は
ど
う
備
え
、
何
を
す
べ
き
か
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
本
市
の
河
川
災
害
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

環
境
安
全
部
長　
避
難
勧
告
と
避
難
指

示
に
つ
い
て
は
、
基
準
水
位
観
測
所
の

水
位
及
び
堤
防
被
害
等
を
監
視
す
る
と

と
も
に
、
地
方
気
象
台
や
河
川
事
務
所

な
ど
と
情
報
交
換
を
行
い
、
避
難
情
報被害を受けた茨城県常総市

みさと団地

の
発
令
時
期
と
区
域
を
判
断
す
る
。
そ

の
う
え
で
防
災
行
政
無
線
、
広
報
車
、

緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
三
郷
市
公

式
サ
イ
ト
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
市
民

へ
周
知
す
る
。
さ
ら
に
、
自
主
防
災
組

織
連
絡
協
議
会
会
長
に
対
し
て
、
協
力

依
頼
及
び
連
絡
調
整
を
依
頼
す
る
。
ま

た
、
草
加
市
・
越
谷
市
・
八
潮
市
・
吉

川
市
・
松
伏
町
・
葛
飾
区
と
災
害
時
の

協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
食
糧

品
・
生
活
物
資
等
の
救
援
物
資
の
提

供
、
救
援
活
動
及
び
災
害
復
興
の
た
め

の
職
員
の
派
遣
、
被
災
住
民
の
受
入
れ

等
が
協
定
内
容
と
な
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
現
状
は

議
員　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
平
成
27
年
12

月
ま
で
に
通
知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
、

１
月
か
ら
運
用
開
始
に
な
る
が
、
多
く

の
市
民
か
ら
分
か
り
に
く
い
な
ど
と
質

問
が
出
さ
れ
て
い
る
。
①
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
配
付
状
況
。
②
住

所
不
明
な
ど
の
状
況
と
対
策
は
。
③
印

字
ミ
ス
の
原
因
と
対
策
。
④
税
・
福
祉

関
係
等
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
拒

否
の
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。
担
当
職

員
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　
①
11
月
29
日
ま
で
に
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一般質問

公共施設内にあるコミュニティFM局
（秋田県横手市）

情
報
ツ
ー
ル
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
の

開
設
を

議
員　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県

中
越
地
震
等
を
契
機
に
局
数
が
増
加

し
、
現
在
47
都
道
府
県
に
２
９
５
局
が

運
営
さ
れ
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
局
」。
災
害
発
生
時
に
正
確
な
情
報

収
集
伝
達
機
関
と
し
て
迅
速
に
対
応
で

き
る
た
め
、
自
治
体
と
災
害
対
策
基
本

法
に
基
づ
く
災
害
放
送
協
定
を
締
結
し

て
い
る
局
が
多
い
。
自
治
体
が
緊
急
情

報
を
直
接
放
送
で
き
、
地
域
防
災
に
お

い
て
は
理
想
の
ツ
ー
ル
だ
と
思
わ
れ

る
。
現
在
活
用
し
て
い
る
防
災
無
線
の

不
具
合
等
も
解
消
さ
れ
る
。
ま
た
、
行

政
・
観
光
・
交
通
情
報
や
産
業
振
興
、

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
情
報
を
提
供
す
る
地
元
密
着
型
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
も
大
変
有
効
で
は
な
い

か
。

市
長　
近
隣
市
町
や
埼
玉
県
内
の
情
報

等
を
踏
ま
え
、
危
機
管
理
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
促
進
の
視
点
か
ら
の
活
用

方
策
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
く
。

企
画
総
務
部
長　
身
近
な
人
や
な
じ
み

の
あ
る
場
所
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ

り
、
聴
き
手
に
届
く
情
報
の
伝
達
量
は

非
常
に
大
き
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

産
業
振
興
部
長　
ラ
イ
ブ
性
の
高
い
コ

ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
情
報
伝
達
が
可
能
と

な
り
、
三
郷
の
商
工
業
、
観
光
情
報
発

信
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問　
市
政
運
営
。

第
４
期
三
郷
市
障
が
い
福
祉

計
画
の
策
定
状
況
は

議
員　

市
は
福
祉
計
画
策
定
の
た
め

に
、
障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る
実
態
調

査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
市
の
サ
ー
ビ

ス
情
報
の
充
足
度
で
「
あ
ま
り
、
ま
っ

た
く
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
を
合

わ
せ
る
と
６
割
の
人
が
情
報
不
足
と
感

じ
て
い
る
と
の
結
果
で
あ
る
。
①
利
用

促
進
の
一
助
と
し
て
、
福
祉
制
度
の
事

業
に
つ
い
て
、
幅
広
い
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
ま
と
め
た
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

作
成
に
つ
い
て
伺
う
。
②
通
園
通
学
に

つ
い
て
は
、
25
％
の
か
た
が
「
通
う
の

が
大
変
」
と
困
っ
て
い
る
が
、
課
題
へ

の
対
応
や
支
援
の
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。
③
障
が
い
者
の
相
談
や
情
報
提
供

の
拡
充
と
強
化
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

な
か
、
計
画
に
も
相
談
支
援
事
業
は
２

か
所
の
目
標
値
と
あ
る
が
、
今
後
の
増

設
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　
①
市
と
し
て
も
必
要
性
を

認
識
し
て
お
り
、
今
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
て
現
在
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

中
で
あ
る
。
②
三
郷
市
障
が
い
者
計
画

で
は
「
障
が
い
児
の
支
援
体
制
づ
く

り
」
を
基
本
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
お

り
、
計
画
を
推
進
す
べ
く
関
係
各
課
と

連
携
を
密
に
し
て
い
く
。
③
相
談
支
援

体
制
の
充
実
に
向
け
て
情
報
収
集
等
に

努
め
、
他
の
施
策
と
の
整
合
性
な
ど
を

図
り
つ
つ
研
究
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
生
涯
学
習
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

発
送
時
の
確
認
体
制
は

議
員　
運
用
に
先
立
ち
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
通
知
カ
ー
ド
が
郵
送
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
封
筒
の
宛
名
台
紙
の
差
出
人
の
と

こ
ろ
が
「
三
郷
市
役
所
？
市
民
課
」
と

印
字
さ
れ
て
い
た
。
印
字
ミ
ス
を
確
認

す
る
体
制
は
取
れ
な
か
っ
た
の
か
。
ま

た
、
そ
の
後
の
市
民
へ
の
お
わ
び
な
ど

の
通
知
に
か
か
っ
た
経
費
は
市
の
財
源

か
ら
支
出
し
た
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
国
の
関
係
機
関
か
ら

郵
便
局
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

が
発
送
さ
れ
る
前
に
、
市
町
村
が
確
認

す
る
体
制
は
全
国
的
に
取
ら
れ
て
お
ら

ず
、
三
郷
市
が
郵
便
物
を
確
認
す
る
機

会
が
な
か
っ
た
。
今
後
は
あ
ら
か
じ
め

ミ
ス
を
想
定
し
た
う
え
で
、
慎
重
に
職

務
を
遂
行
し
て
い
く
。
今
回
の
ミ
ス

は
、
市
が
情
報
処
理
を
委
託
し
て
い
る

業
者
に
よ
る
デ
ー
タ
入
力
の
誤
り
が
原

因
で
あ
り
、
お
わ
び
と
注
意
喚
起
の
文

書
の
通
知
費
用
は
、
そ
の
委
託
業
者
が

全
額
負
担
し
た
た
め
、
市
の
予
算
は

使
っ
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問　
庁
舎
内
設
備
に
つ
い

て
。
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きらりとひかる田園都市みさと

ぎ
、
改
善
し
た
例
も
あ
る
と
科
学
的
に

も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
２

０
１
８
年
度
ま
で
に
自
治
体
に
支
援

チ
ー
ム
を
設
置
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

て
い
る
が
、
日
本
一
高
齢
化
が
進
む
三

郷
市
に
お
い
て
、
早
期
に
設
置
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　
早
期
に
支
援
チ
ー
ム
の
研

修
及
び
チ
ー
ム
員
会
議
を
開
催
し
、
平

成
28
年
１
月
か
ら
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

み
さ
と
団
地
を
対
象
に
活
動
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問　
子
ど
も
の
貧
困
問
題

な
ど
。

中
小
規
模
事
業
者
の振

興
策
を

議
員　
時
代
の
波
に
乗
ら
な
く
て
は
生

き
残
れ
な
い
の
が
今
の
個
店
で
あ
る
。

商
人
の
手
本
で
あ
る
大
商
人
に
、
納
税

額
日
本
一
を
続
け
た
斎
藤
一
人
氏
が
い

る
。
そ
の
著
書
の
中
に
「
お
店
の
貼
り

紙
一
枚
を
見
れ
ば
そ
の
お
店
は
わ
か

る
。
お
金
を
一
銭
も
か
け
ず
に
ど
う
す

れ
ば
お
客
様
に
店
に
来
て
も
ら
え
る

か
。
商
人
と
し
て
の
才
覚
が
あ
っ
て
初

め
て
広
告
宣
伝
が
い
き
る
」
と
の
記
述

が
あ
る
。
個
々
人
の
商
才
を
磨
く
施
策

を
打
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
部
長　
今
年
度
か
ら
新
製
品

開
発
な
ど
を
行
っ
た
工
業
事
業
者
に
対

し
補
助
率
２
分
の
１
、
上
限
１
０
０
０

万
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

商
店
会
へ
の
各
種
補
助
制
度
や
「
が
ん

ば
ろ
う
！　

企
業
応
援
事
業
補
助
制

度
」
も
多
く
の
商
工
業
者
に
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
商
工
会
と
連
携

し
て
「
創
業
塾
」
の
開
催
や
、
実
際
に

市
内
で
起
業
し
よ
う
と
す
る
か
た
に
対

し
て
「
き
ら
り
と
ひ
か
れ
！　

起
業
家

応
援
事
業
補
助
」
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
市
内
中
小
事
業
者
の
持
続
的
な
発

展
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め

に
、
引
き
続
き
各
種
施
策
を
展
開
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
な
ど
。

三
郷
市
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

構
築
は

議
員　
市
の
人
口
は
11
月
１
日
現
在
、

13
万
７
４
５
２
人
で
あ
る
。
三
郷
市
版

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
の
中
で
、
総
人

口
の
ピ
ー
ク
は
、
２
０
２
４
年
（
平
成

36
年
）
の
14
万
３
３
０
７
人
と
推
計
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
少
な
す
ぎ
な
い

か
。
中
核
市
を
目
指
す
べ
く
、
人
口
要

件
で
あ
る
20
万
人
を
目
標
に
戦
略
を
立

て
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
市
全
体

の
51
・
２
％
に
あ
た
る
市
街
化
調
整
区

域
を
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
土
地
利
用

の
選
択
肢
が
多
い
準
工
業
地
域
と
し
て

広
域
に
指
定
。
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

行
い
、
雇
用
の
創
出
、
移
住
促
進
や
定

住
対
策
の
充
実
な
ど
地
域
経
済
の
活
性

化
と
出
産
・
子
育
て
の
支
援
を
同
時
並企業誘致を積極的に行い人口増加を

経営ノウハウを学ぶ創業塾

行
で
行
う
職
住
近
接
に
よ
り
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
構
築
が
大
事
で
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

企
画
総
務
部
長　
市
町
村
が
効
率
的
な

行
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
口
規
模

は
10
万
人
台
と
さ
れ
る
。
ま
ず
は
総
合

戦
略
に
よ
り
一
定
の
人
口
規
模
を
確
保

し
て
い
く
。
三
郷
市
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）
で
示
し
た
人
口
の
現
状
や
将
来

の
展
望
を
踏
ま
え
、
本
市
の
実
情
に
即

し
た
具
体
的
な
方
策
を
三
郷
市
版
総
合

戦
略
で
定
め
る
。

そ
の
他
の
質
問　
環
境
問
題
な
ど
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
早
期
設
置
を

議
員　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

は
専
門
医
や
保
健
師
、
看
護
師
、
看
護

福
祉
士
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
認
知

症
が
疑
わ
れ
る
か
た
や
家
族
か
ら
連
絡

を
受
け
て
訪
問
し
、
生
活
の
様
子
や
詳

し
い
症
状
の
聞
き
取
り
や
相
談
、
必
要

な
医
療
機
関
で
の
診
断
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
る
役
割
を
担
う
。
こ
れ
ま

で
も
認
知
症
対
策
は
専
門
職
が
い
か
に

早
く
、
当
事
者
や
家
族
に
支
援
の
介
入

が
図
れ
る
か
が
重
要
で
具
体
化
の
早
期

実
施
を
要
望
し
て
き
た
。
ま
た
最
近
で

は
、
早
期
介
入
で
認
知
症
の
悪
化
を
防
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一般質問・傍聴しませんか

次回の定例会は３月に開かれます。10時から開会となります。

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は、議会活動に触れる最も身近な方法です。
　本会議や委員会では、市民の皆様の生活に直接関わる
重要な問題について、活発な議論が交わされますので、
市政への理解を深めていただくためにも、市議会の傍聴
をしてみませんか。

傍聴日時：�議会は３月・６月・９月・12月に開催さ
れます。

※詳しい日程は議会事務局にご確認ください。
傍聴場所：市役所の７階に傍聴席入口があります。
　　　　　（委員会開催日は6階）

　本会議の当日、傍聴人受付簿に住所・氏名を記入して
いただくだけで自由に傍聴ができますが、次のことを守っ
ていただきます。
（1）	 騒ぎ立てたり、拍手をするなど、議場への迷惑とな

るような行為をしないでください。
（2）	 みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしないで

ください。
（3）	 携帯電話・カメラ・録音機等は使用できません。
（4）	 飲食又は喫煙をしないでください。
（5）	 その他、議場の秩序を乱し、又は会議の妨害となる

ような行為をしないでください。
※傍聴されるかたは、すべて議長、又は係員の指示に従っ
てください。

傍聴席60席（うち車椅子席３席）

【平成28年３月定例会の日程表】
※正式には、市長の招集告示を受け、議会運営委員

会を経て、開会日の本会議で決定します。
月　日 曜日 会議別

３月１日 火

本会議３月２日 水
３月７日 月
３月８日 火
３月９日 水 委員会３月10日 木
３月16日 水 本会議
３月17日 木

本会議
(一般質問など)

３月18日 金
３月22日 火
３月23日 水

埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
は

議
員　

４
月
16
日
に
実
施
さ
れ
た
埼

玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い

て
、
小
学
校
は
県
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
が
、
中
学
校
は
全
教
科
、
国
語
・
数

学
・
英
語
が
県
平
均
以
下
と
い
う
結
果

に
な
っ
て
い
る
。
小
中
学
校
の
間
で
も

格
差
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
結
果
に

つ
い
て
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
」
を
目

指
し
て
９
年
に
な
る
が
、
調
査
結
果
の

な
か
で
国
語
力
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

市
長　
今
回
、
中
学
校
の
学
力
は
県
平

均
よ
り
若
干
低
い
結
果
で
あ
る
が
、
調

査
が
始
ま
っ
た
平
成
19
年
度
か
ら

学
力
は
着
実
に
向
上
し
て
お
り
、

「
学
力
向
上
推
進
５
カ
年
計
画
」

の
取
り
組
み
が
徐
々
に
成
果
を
あ

げ
て
い
る
と
と
ら
え
て
い
る
。

教
育
長　
小
学
校
は
国
語
、
算
数

と
も
に
す
べ
て
の
学
年
で
県
平
均

を
上
回
り
、
中
学
校
で
は
下
回
っ

て
い
る
。
市
内
学
校
間
の
平
均
正

答
率
の
差
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
の

学
校
に
も
分
け
隔
て
な
く
教
職
員

を
配
置
し
て
い
る
が
、
様
々
な
要

因
か
ら
結
果
と
し
て
差
が
出
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
授
業
以
外
の
読

書
時
間
が
長
い
児
童
生
徒
の
正
答

率
は
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
読

書
の
取
り
組
み
が
学
力
向
上
に
良

い
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　
公
共
建
築
等
の

設
計
の
あ
り
方
に
つ
い
て
な
ど
。

◆議会の詳細は「会議録」で
　三郷市議会ホームページまたは、市役所の
市政情報コーナー、図書館などで「会議録」
を閲覧することができます。なお12月定例会
の会議録は２月下旬に更新する予定です。

▶会議録速報版を公開…閉会から１か月
を目安に、ホームページにてPDF形式
で公開していますので、ご覧ください。

三郷市議会　会議録
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きらりとひかる田園都市みさと審議結果と賛否、「市民の声」議会へ

12月定例会の審議結果と賛否をお知らせします
○＝賛成　×＝反対（会派内で賛否が分かれた場合は数字を付記）　

会派名（人数） 所属議員名

21世紀クラブ（6） 市川　文雄（議長）、菊名　裕、岡庭　明、野村　徹、逢澤　圭一郎、加藤　英泉
政志会（3） 篠田　進、佐藤　裕之、佐々木　修
公明党（5） 酒巻　宗一、中野　照夫、鈴木　深太郎、佐藤　睦郎、鳴海　和美
日本共産党（3） 稲葉　春男、工藤　智加子、和田　司
市民派クラブ（2） 篠田　正巳、村上　香代子
無所属（1） 森　忠行

号 件　　　名 結果 21世紀 政志会 公明党 共産党 市民派 無所属

議
　
案

74 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
75 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
76 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
77 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
78 三郷市個人番号の利用に関する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

79
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び公
社等に派遣される職員の災害補償に係る処遇の特例に関する条例の一
部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 三郷市税条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○
81 三郷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○
82 三郷市文化会館設置及び管理条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
83 三郷市介護保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○
84 平成27年度三郷市一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
85 平成27年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
86 平成27年度三郷市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
87 平成27年度三郷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願 2 三郷の子供たちの健康調査と検診助成を求める請願書 不採択 × × × ○ ○ ○

◆三郷市議会議員の会派と所属(20名）
※このほか報告５件が提出されました。

※議長は採決に加わっていません。

議会へ議会へ
市民要望としての請願が12月定例会に１件
提出されました。要旨と結果をお知らせします。

請願第２号　三郷の子供たちの健康調査と検診
助成を求める請願書

請願者　放射線から子どもたちを守る三郷連絡会
　　　　会長　大場　敏明　氏
請願事項
１　�三郷市在住の子どもたちへの健康影響を調査

し、そのデータを長期保管すること。
２　�当面、甲状腺エコー検診など放射線の健康被
害を心配して各種検査を受ける市民に助成金
を給付すること。

審議結果　不採択

○11月25日、三郷市議会議員研修会として、（株）マルエツフ
レッシュフーズ三郷事業所（インター南１丁目）及び、サイ
バーダインスタジオ（茨城県つくば市）を視察しました。

サイバーダインスタジオを視察

議員研修会を開催しました
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陳
情
を
受
理

○
12
月
定
例
会
で
は
、陳
情
７
件
を
受
理
し
ま
し
た
。

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

○
公
明
党
・
市
民
派
ク
ラ
ブ
…
11
月
18
日
・
19
日
に

福
島
県
福
島
市
で
開
催
さ
れ
た
第
10
回
全
国
市
議

会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
を
開
催

○
11
月
17
日
、
三
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
対
策

特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
を
開
催

○
12
月
17
日
に
、「
三
郷
市
版
総
合
戦
略（
検
討
案
）」

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

他
市
か
ら
の
行
政
視
察
が
あ
り
ま
し
た

○
「
三
郷
中
央
駅
周
辺
、
新
三
郷
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
な
ど
…
11
月
５
日
に
茨
城
県
つ

く
ば
市
議
会
道
路
交
通
体
系
及
び
Ｔ
Ｘ
沿
線
整
備

調
査
特
別
委
員
会
。

○
「
危
機
管
理
と
防
災
組
織
」
に
つ
い
て
…
11
月
10

日
に
宮
城
県
東
松
島
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
。

○
「
三
郷
中
央
え
き

ち
か
子
育
て
・
保

育
事
業
」
に
つ
い

て
…
11
月
19
日
に

岐
阜
県
多
治
見
市

議
会
リ
ベ
ラ
ル
た

じ
み
。

▷本会議や委員会では次のような質疑がありました。

◆地域介護・福祉空間整備事業（第84号）
〈内容〉国の補助金を活用して、戸ヶ崎３丁目地先
に健康遊具の設置を行うもの。
問　遊具の設置場所を詳細に。
答　二郷半用水と下第二大場川の合流地点付近の二
郷半用水緑道内に予定している。
問　日よけの設置の予定はあるのか。
答　今回は健康遊具と使用方法などの案内板の設置
であり、日よけについては予定していない。ただ
し健康遊具の設置は二郷半用水緑道のＩＣウオー
クのコース内であり、近くには木陰もある。また、
健康増進だけでなく、地域内のコミュニケーショ
ンを深められる空間を創出していきたい。

◆マイナンバーの利用規定を定める条例
　（第78号）
〈内容〉行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律（マイナンバー法）
の規定に基づき、個人番号の利用に関し、適正な
取り扱いを確保するために必要な事項を定めるも
の。
問　マイナンバー法第９条第２項の「条例で定める
事務」とは。
答　１つは市の独自利用とするもので、本市におい
て現段階では規定していない。もう１つは法及び
条例で規定された範囲内で庁内各課において情報
連携するものであり、この内容を今回条例に盛り
込んでいる。
問　個人番号カードを作成しないと行政手続き等で
支障はあるのか。
答　当面の間、初回カード作成時に費用はかからな
いが、作成は任意である。用件によっては番号自
体の確認と本人確認が合わせて必要な場合があ
り、その際個人番号カードだけで両方が確認でき
る。カードがなければ通知カードと本人確認書類
等が必要になる。
問　マイナンバーのついた個人情報について情報処
理等を行った記録は残るのか。
答　システム操作した記録は管理している。今後情
報提供等記録開示システム（マイナポータル）で自
分の個人情報をいつだれに情報提供したのかを確
認する機能が整備される予定である。

▶�最終結論を出す本会議では、常任委員長が委
員会の審査内容を報告し、採決の結果、議案
第78号は賛成多数で、第84号は全員賛成で可
決しました。

議案第78号　三郷市個人番号の利用に関する条例
議案第84号　平成27年度三郷市一般会計補正予算（第３号）による主な事業

トピックス

健康遊具の利用説明会（早稲田公園）

子育て支援センターにこにこを視察

議案トピックス、議会あれこれ
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大雪に注意？
会社員　20代　さつき平在住

　今年は暖冬になるという。浅学な私
などは、「暖かくて過ごしやすいか
な」などと暢

のん
気
き
に構えてしまうのだ

が、聞けば関東ではむしろ雪が多くな
る傾向があるそうだ。
　雪といえば、一昨年の冬を思い出
す。低気圧の影響で、三郷でも例年に
ないほどの大雪が降った。交通は麻

ま
痺
ひ

してしまい、車は普段意識もしないよ
うな坂を上りきれず立ち往生してい
た。また、草加流山線沿いの店で徒歩
の男性に北越谷駅までの道を尋ねられ
たのが印象に残っている。
　今年はどうなるか。いずれにせよ備
えはしておきたい。

この議会だよりは地球にやさしい再生紙と植物油インクを使用しています。

きらりとひかる田園都市みさと

新春の木遣り・はしご乗り（市役所本庁舎）

本年もよろしくお願いいたします

「ありがとう」と「恩返し」
無職　70代　鷹野在住

　日ごとに寒さが厳しくなってきま
す。朝の通学時、子ども達の大きな
声で「おはようございます」の挨拶
に元気を貰

もら
っています。こんな爺に

元気をありがとう。子ども達には、努
力の後の「達成感の喜び」をたくさ
ん味わってほしいと願っています。
　小生は戦後の食糧難など厳しい時
代を経て多少の耐える力を養え、今
は趣味などを含め幸せと感じていま
す。それには今日まで、多くの方々
からたくさんの「助け・応援」があっ
たものと感じています。今後はその
「御恩返し」のつもりで、少しでも
「社会貢献」ができたらと思ってい
ます。その為にも「元気が大事」と
「ありがとう・感謝」の心を常に持ち
ながら過ごしたいと考えています。

公職選挙法の規定により、議員の寄附行為や時候の挨拶
状などは禁止されております。市民の皆様に対して、
本紙上をもって年頭のご挨拶とさせていただきます。
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